
　
　
　
　
　
雑
　
　
　
録

精
騨
腕
理
學
の
職
分

に
就
い
て

岩
井
勝
二
郎

駐35

　
卜
書
・
｛
》
び
⇒
づ
氏
ぼ
糖
憩
物
理
際
丁
乞
定
義
し
て
、
廊
艮
験
的
に
意
識
現
象

　
興
の
條
件
及
び
伴
購
現
象
を
研
究
ず
る
醸
な
り
と
い
ふ
。
次
に
共
q
ぴ
9

　
　
｛
冒
お
Φ
切
お
門
漆
。
β
留
急
≧
嗣
噛
σ
ユ
嚇
8
ρ
自
㊤
博
饗
ぎ
菩
誘
貯
（
葛
H
α
）
中

　
　
其
に
斯
學
の
職
分
に
關
し
て
論
じ
た
る
部
分
を
紹
介
す
。

　
心
的
事
礎
不
断
の
交
替
の
中
に
あ
ウ
て
、
意
識
内
容
を

相
等
し
と
畳
遇
し
、
叉
其
の
再
蹄
を
認
識
す
る
こ
と
を
得
。

一
意
識
内
容
中
に
多
く
の
要
素
を
匿
無
し
得
る
と
き
、
こ

れ
を
複
錐
な
垂
と
い
ひ
、
登
る
場
合
に
は
、
簡
嫌
な
多
と

い
ふ
。
簡
華
意
識
内
容
は
猫
立
に
境
ず
塁
こ
と
な
く
、
複

合
膿
の
要
素
と
し
て
あ
ら
は
れ
鞠
複
合
膿
に
あ
套
て
個
々
．

の
心
素
は
鍾
を
な
る
強
麗
を
有
す
。
或
る
時
刻
に
存
在
す

る
意
識
内
容
の
総
膿
を
、
詮
ハ
の
意
義
に
於
け
る
意
識
状

態
と
い
ひ
、
二
つ
又
は
多
歎
の
意
識
歌
熊
…
を
其
の
内
容

　
　
　
　
　
嚢
　
　
　
　
　
　
　
隻

　
　
　
　
　
粥
　
　
　
　
　
¢

の
数
に
就
い
て
比
較
す
る
と
き
は
、
意
識
の
範
園
と
い

ふ
。

　
心
的
事
獲
は
全
然
無
規
律
に
経
過
す
る
も
の
に
あ
ら
ず

し
て
、
意
識
無
窓
は
一
定
の
條
件
の
下
に
託
て
の
み
生
起

・
し
同
時
的
又
は
撃
壌
的
の
濁
る
胎
毒
現
象
と
結
合
す
る

は
、
経
験
の
示
す
と
こ
ろ
な
う
。
こ
㌦
に
有
機
膿
の
膿

翻
、
其
の
環
境
の
性
質
及
び
先
行
す
る
意
識
内
容
は
其
の

條
件
を
な
ず
蔦
の
に
し
て
、
三
者
の
意
識
は
素
よ
ウ
嚴
密

な
ら
ざ
れ
ど
も
、
央
や
、
意
識
の
生
理
的
、
物
理
的
、
及

び
心
理
的
頓
挫
と
よ
ぶ
。
多
く
の
揚
合
に
、
同
時
に
生
理

醗
及
び
心
埋
的
証
件
に
關
係
す
る
は
、
個
人
の
精
紳
物
理

的
膿
捌
に
存
す
る
條
件
に
無
く
竜
の
と
い
ふ
べ
し
。
大
交

宇
A
罫
。
等
は
意
識
内
容
を
、
小
文
宇
紬
b
e
等
は
生
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
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暫
　
趣
　
研
　
究
　
　
第
二
や
三
號

的
、
希
臓
文
字
α
β
γ
等
は
物
理
的
瓶
態
を
あ
ら
は
す
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

の
と
す
。
今
鼓
に
、
假
う
に
耳
B
、
：
：
玩
玩
な
る
標
識
に

て
定
義
せ
ら
る
＼
意
義
内
容
B
を
精
査
す
る
に
當
う
て
は

↓
此
等
の
早
事
は
悉
く
謹
必
須
な
る
か
・
の
其
の
鐘

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

的
及
び
物
理
的
俘
随
現
象
は
何
か
、
の
問
題
起
る
。
B
は

極
め
て
複
愚
な
る
結
合
中
に
於
て
削
る
＼
竜
の
に
し
て
、

企
瑚
的
親
察
の
一
系
列
に
あ
み
て
は
、
次
の
複
合
膿
の
成

分
と
な
る
。

距
勧
冒
ρ
＝
：
罵
奪
P
”
：
…
自
…
…
ρ
旨
”
。
p
三
●
套
蚕
ゴ
…
．

2
”
ダ
ビ
旨
：
斜
照
μ
ρ
ど
：
窓
…
一
8
ダ
。
に
三
・
買
皆
趣
き
鳩
・
；

訣
匂
吟
じ
ご
旨
：
ヒ
d
謹
O
冑
：
寓
…
い
8
ダ
£
…
い
3
切
壽
噂
…

（
H
）

從
て
町
瓦
、
8
3
乃
至
殊
な
る
要
素
は
、
B
本
來
の
成
分
に
し

て
、
光
影
、
お
の
定
義
を
更
正
す
べ
く
、
叉
意
義
内
容
皿

生
理
的
及
び
物
理
酌
三
態
h
B
は
悉
く
8
と
規
剰
正
し
く

結
合
す
る
を
以
て
、
こ
の
四
者
の
聞
に
は
依
存
叉
は
醐
係

あ
う
と
推
断
ぜ
ら
れ
、
其
の
他
の
要
素
は
こ
れ
を
β
の
偶

然
的
規
定
と
点
す
。
但
し
こ
の
名
稲
は
唯
に
8
1
乃
至
塩
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

の
必
然
的
結
合
を
担
む
の
謂
に
し
て
、
此
等
の
要
素
が
當

該
條
件
よ
ク
生
ず
る
乙
と
な
き
を
際
す
る
葛
の
に
あ
ら

ず
。
第
↓
母
式
を
慈
Φ
ぴ
①
門
氏
法
の
實
験
に
就
い
て
例
解
す

れ
ば
、
8
は
接
鯛
に
よ
ウ
て
生
じ
だ
る
鯛
…
知
解
、
M
は
接

壌
匙
の
視
畳
的
記
憶
像
に
し
て
、
器
械
的
刺
激
及
び
由
う

．
て
生
じ
π
る
周
蓬
的
及
び
申
心
的
過
程
は
夫
々
物
理
的
及

び
生
理
的
俘
随
現
象
な
・
9
。

　
次
に
田
時
刻
に
A
8
1
C
D
等
の
襟
識
を
有
す
る
一
意
識

内
容
あ
ウ
て
、
A
C
D
等
は
常
恒
な
る
か
、
さ
な
く
と
竜

其
の
獲
化
極
め
て
…
徐
々
な
る
に
貢
し
、
8
の
み
は
多
少
急

速
に
墾
化
す
る
竜
の
と
し
、
其
の
玉
込
を
次
に
圖
示
す
。

鱒
鱗
藻
◎
　
丁

ち
時
刻
よ
ら
㌦
時
刻
ま
で
の
問
に
、
取
よ
り
瓦
に
愛
ず
る

こ
の
事
態
は
、
や
が
て
鯛
に
始
ま
り
瓦
に
謝
る
意
識
過
程
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の
概
念
を
構
成
せ
し
む
る
も
の
に
て
、
こ
㌧
に
ば
個
々
の

歌
里
を
表
は
す
丈
字
を
括
弧
．
に
入
れ
て
、
其
の
記
號
と
す

べ
し
。
す
な
は
ち
A
8
G
：
・
、
㈲
働
．
回
…
、
鋤
廟
働
…
は

夫
々
心
理
的
、
生
理
的
、
及
び
物
理
的
過
程
の
系
列
を
示

す
。
過
程
の
研
究
に
於
て
は
、
先
づ
其
の
申
に
あ
参
て
相

踵
ぎ
起
る
状
態
を
正
し
く
記
載
す
べ
く
叉
其
の
俘
随
現
象

を
な
す
心
理
的
、
生
理
的
及
び
物
理
的
過
程
を
決
定
す
べ

し
。
こ
の
職
分
を
某
す
π
め
に
は
、
分
を
な
る
べ
く
屡
々

概
察
し
、
得
π
る
結
果
を
第
一
難
壁
の
交
宇
を
括
弧
に
入

れ
た
る
形
式
に
て
示
す
べ
し
。
朕
態
興
起
の
叙
戯
す
な
は

ち
過
程
を
記
載
す
る
命
題
を
繊
起
の
規
則
と
よ
ぶ
。
心
理

的
、
生
理
的
、
及
び
物
理
的
過
程
の
問
の
直
接
的
關
係
は

謹
明
せ
ら
れ
得
る
乙
と
殆
ど
な
け
れ
ど
、
そ
れ
等
の
生
起

す
る
時
間
上
の
關
係
に
よ
ウ
、
三
者
は
結
合
せ
ら
れ
得
べ

し
。

心
的
事
菱
は
不
噺
の
獲
化
な
れ
ば
、

　
　
　
　
難
　
　
　
簸

便
宜
上
、
心
的
過

程
の
概
念
よ
ウ
出
製
し
、
意
識
内
容
を
ば
極
め
て
徐
々
に

経
過
す
る
過
程
と
看
塾
す
こ
と
を
得
。
大
次
る
安
定
性
を

保
ち
、
突
如
と
し
て
意
識
に
去
倒
す
と
も
見
ゆ
る
意
識
的

内
容
そ
れ
薗
身
竜
其
の
實
、
繕
鍬
的
に
常
備
に
は
あ
ら
ず
、

何
等
か
の
等
化
を
途
ぐ
る
も
の
に
し
て
、
唯
々
特
別
の
用

意
曳
く
ば
、
等
量
の
知
畳
を
逸
し
馨
る
の
み
。
換
言
す
れ

ば
或
る
限
界
「
内
に
於
て
は
極
め
て
徐
々
な
れ
ど
も
、
其
の

以
外
に
あ
り
て
は
特
別
の
用
意
発
く
ば
其
の
鍵
化
の
認
め

ら
れ
滋
ほ
ど
蓬
蓬
に
輕
過
し
去
る
過
程
な
り
。
意
識
内
容

を
斯
く
の
如
く
看
ず
る
乙
と
は
、
心
的
過
程
に
生
理
的
叉

は
物
理
的
事
墾
を
並
列
す
る
こ
と
、
す
な
は
ち
如
何
な
る

定
常
県
歌
態
を
も
並
列
せ
し
め
ざ
る
の
利
盆
あ
う
。

　
意
識
現
象
の
研
究
は
第
一
に
、
妖
態
8
及
び
過
程
丑
の

記
載
を
目
的
と
す
呑
竜
の
な
れ
ど
竜
、
こ
は
8
斑
b
β
叉

は
⑧
珊
働
働
の
形
式
を
有
す
る
相
互
的
開
係
を
磯
見
し
だ

る
後
に
始
め
て
達
せ
ら
る
べ
き
竜
の
な
ウ
。
硬
く
の
動
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嗣
〇
五
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哲
　
學
　
蘇
　
號
　
　
第
二
申
三
號

複
合
膿
を
努
々
r
及
び
恥
に
て
表
す
べ
し
博
お
、
β
の
複

合
膿
中
に
は
、
帰
般
に
物
漣
的
醤
聾
者
を
除
却
す
れ
ば
お

の
生
起
せ
ざ
る
紫
合
あ
今
。
こ
れ
威
翠
黛
隈
笹
其
の
騨
に

し
て
逓
例
威
嘗
知
畳
と
稻
す
る
竜
の
に
て
、
暫
く
鉾
一
顛

の
意
識
現
象
と
名
づ
く
。
第
二
類
の
意
識
現
象
は
か
く
の

如
き
依
存
閑
係
を
善
き
黛
る
竜
の
な
う
。
素
よ
多
意
識
現

象
申
に
こ
の
爾
類
を
琶
別
す
墨
こ
と
は
容
易
な
ら
ざ
れ
ど

竜
、
環
境
爵
成
分
の
系
統
壁
跡
化
に
尊
皇
、
与
れ
を
決
定

す
る
乙
と
を
得
。
い
棲
8
又
は
鋤
に
、
皿
叉
は
M
を
併
せ

て
至
る
と
き
は
、
r
叉
は
恥
な
る
複
合
膿
は
、
第
二
類
現

象
に
於
て
は
、
謬
b
又
は
職
胸
す
な
は
ち
心
的
事
礎
－
・
し
生

理
的
過
程
と
の
粗
早
耳
關
係
に
鼎
ぐ
。
乙
の
生
理
的
三
際

現
象
は
回
る
場
合
に
は
直
接
に
知
ら
れ
、
或
る
場
合
に
は

適
當
な
る
研
究
方
法
を
用
み
て
閾
か
に
し
得
べ
き
懲
、
又

或
る
場
合
に
は
吾
入
の
研
究
を
蓮
れ
、
纏
か
淀
同
様
穿
る

他
の
過
灘
よ
⇔
の
類
推
に
篤
き
て
、
或
ろ
器
官
り
浴
失
叉

は
障
害
に
際
し
て
は
、
無
事
B
又
は
独
，
の
竜
は
や
生
起
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六

ざ
る
べ
き
を
推
知
す
る
之
と
を
得
。
心
理
的
現
象
は
全
て

飾
る
鍾
の
生
理
的
現
象
に
封
懸
す
と
い
ぶ
命
題
は
、
精
棘

物
理
的
並
行
論
と
い
ふ
。
こ
の
命
題
の
普
汎
的
甲
羅
は
、

生
理
的
過
程
は
零
墨
る
種
の
物
理
的
過
程
に
劉
制
す
て
ふ

命
題
と
等
し
く
共
に
現
有
の
経
験
に
由
り
て
讃
明
せ
ら
れ

得
る
よ
う
以
上
の
こ
と
を
言
表
は
す
祇
・
の
な
れ
ど
落
、
多

望
経
瞼
の
支
持
す
る
と
こ
ろ
に
し
て
、
且
吾
人
知
識
の
進

歩
は
盆
々
典
の
一
般
的
安
當
性
を
助
く
る
方
向
に
あ
ウ
。

若
し
し
か
ら
ず
と
せ
ぱ
、
心
的
現
象
の
同
在
、
織
起
の
規

鋼
並
び
に
こ
れ
と
物
理
曲
及
び
生
理
的
過
麗
と
の
關
係
の

触
粥
密
な
る
研
究
に
於
て
、
開
拓
す
べ
き
廣
大
な
る
領
域
を

心
理
學
に
提
供
ず
’
似
も
の
な
う
。

　
意
識
内
容
並
び
に
虹
ハ
の
闘
附
係
を
な
る
。
へ
く
糟
…
密
に
知
ら

む
が
π
め
に
は
、
出
蘂
得
る
だ
け
屡
々
し
か
竜
な
る
べ
く

種
々
な
る
軍
扇
の
下
に
．
こ
れ
を
観
察
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

但
し
一
義
的
に
こ
れ
を
決
せ
む
π
め
に
は
、
諸
條
件
の
網
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異
の
既
知
な
る
こ
と
を
要
す
る
は
勿
論
な
ウ
。
意
識
現
象

或
は
其
の
俘
髄
現
象
の
概
察
を
溝
的
と
し
て
、
企
懸
蘭
に

其
の
意
識
現
象
を
作
る
こ
と
を
心
理
學
麟
實
験
と
い
ふ
。

由
是
、
観
察
を
任
意
に
反
復
す
る
こ
と
を
得
べ
く
、
面
て

現
象
へ
の
親
駝
の
度
を
加
ム
る
こ
と
に
纏
う
て
、
盆
々
信

介
せ
ら
る
べ
摯
竜
の
と
な
る
。
如
之
、
次
第
に
種
や
な
る

意
識
現
象
を
知
得
す
る
に
從
て
、
課
程
は
膿
系
化
せ
ら
る

る
乙
と
を
得
。
次
に
か
＼
る
實
験
に
立
て
は
個
人
を
ぱ
内

省
に
熟
練
せ
し
あ
て
、
後
蕪
利
用
し
得
る
利
鐙
あ
う
。
元

仁
、
意
識
内
容
を
皇
嗣
競
し
、
こ
れ
を
正
し
く
告
知
す
る

に
は
技
緬
を
要
し
、
ぞ
は
唯
々
天
心
の
素
質
と
熟
練
一
・
G
に

由
ウ
て
獲
ら
る
得
き
も
の
な
益
。
か
㌧
る
魏
察
の
特
質
と

し
て
、
注
意
が
適
當
に
一
定
の
意
識
内
容
に
向
け
ら
る
私

と
き
は
共
の
存
在
ぱ
可
な
轟
鱒
易
に
決
定
せ
ら
る
れ
ど
、

否
る
と
夢
は
、
極
め
て
困
難
獄
う
。
故
に
最
初
の
魏
察
に

は
多
大
な
る
技
彌
を
要
す
れ
ど
、
こ
れ
を
反
復
す
る
こ
と

は
決
し
て
難
聴
に
は
あ
ら
ず
。
偶
之
、
蜜
織
幾
児
は
、
晃

　
　
　
　
　
磯
　
　
　
録

童
に
も
な
し
得
べ
き
簡
麗
な
る
寸
意
な
れ
ど
竜
、
注
意
を

日
常
、
氣
つ
か
れ
澱
瀬
野
の
部
分
に
向
け
る
こ
と
を
必

要
と
す
る
が
だ
め
、
は
じ
め
て
こ
れ
を
経
塚
す
る
に
．
は

緒
二
審
零
の
如
き
観
察
の
天
才
を
侯
つ
竜
の
な
う
。
同
様

の
之
と
は
色
彩
の
賊
聖
職
値
の
登
見
、
筋
肉
諸
藩
、
苧
域
畳

反
鷹
の
賦
払
上
の
匠
別
に
就
い
て
も
認
め
得
べ
し
。
更
に

こ
め
種
の
研
究
上
、
實
験
の
魂
結
と
認
む
べ
き
こ
と
は
、

特
に
過
大
彫
る
轟
轟
を
要
す
る
こ
と
な
く
し
て
…
繊
績
的
に

問
題
の
解
か
れ
得
る
こ
と
に
し
て
、
由
是
吾
人
知
誠
の
不

断
の
進
歩
は
非
凡
の
披
緬
あ
る
學
者
を
侯
た
ず
し
て
途
げ

得
ら
る
な
参
。

　
複
合
膿
r
及
ひ
恥
の
研
究
に
際
し
て
8
b
β
の
相
互
的

　
　
　
　
　
　
　
（

聡
係
を
知
ら
む
と
す
る
罵
曲
と
、
こ
の
昌
的
を
蓬
せ
む
が

π
め
に
用
み
る
手
段
と
を
混
同
す
べ
か
ら
ず
。
8
と
b
と

の
一
義
的
騙
係
の
知
ら
れ
だ
る
場
合
に
は
、
い
つ
れ
を
も

任
意
に
と
う
欝
べ
き
竜
、
か
＼
る
關
係
の
未
だ
明
な
ら
ず
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憎
○
セ
　
、
囁
　
　
　
　
，
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し
て
、
其
の
目
的
に
害
愛
せ
む
が
π
め
に
す
る
實
験
に
於

て
は
、
意
識
過
程
も
、
其
の
俘
随
現
象
菟
共
に
観
察
す
る

の
外
な
く
、
し
か
竜
前
者
は
唯
々
内
省
に
寓
う
て
知
る
こ

と
を
．
得
る
な
ウ
。
或
る
個
人
に
就
い
て
の
何
等
か
の
観
察

よ
う
し
て
一
義
的
に
一
定
の
意
識
内
容
の
存
否
を
推
知
せ

し
め
得
る
乙
と
は
、
便
値
あ
る
に
相
違
な
き
も
、
か
＼
る

關
係
を
登
見
す
る
π
め
に
は
内
省
を
敏
く
べ
か
ら
ず
。
意

識
過
程
を
直
接
に
観
察
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
生
理
學
が

配
れ
に
俘
ふ
有
機
的
現
象
の
研
究
を
進
め
得
る
か
。
之
は

貫
く
と
も
死
し
曇
る
紳
経
と
活
き
π
る
そ
れ
と
の
匿
別
的

鵬
性
を
明
か
に
し
得
る
に
非
ざ
れ
ば
疑
は
し
。
B
及
び
動

の
研
究
を
ば
、
b
及
び
働
の
研
究
に
制
限
せ
む
と
の
要
求

は
、
現
時
に
於
て
竜
、
當
分
の
將
來
に
於
て
竜
、
唯
々
噌

假
論
に
由
ウ
て
の
み
可
能
な
る
べ
く
、
從
て
か
＼
る
要
求

は
こ
れ
を
漕
げ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
假
定
的
の
聯
経
回
は
麟

過
程
を
置
換
す
る
こ
と
は
、
毫
も
吾
人
の
知
識
を
蟹
ぐ
る

も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
寧
ろ
却
ウ
て
誤
解
を
招
く
の
機
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
O
八

を
與
る
の
み
、
全
て
の
B
及
び
動
を
或
る
特
殊
な
る
意
識

内
容
、
例
へ
ば
筋
肉
難
解
に
溢
す
る
こ
と
も
亦
同
様
あ
非

難
を
冤
れ
ず
。
要
之
、
か
く
の
如
き
假
詮
は
、
観
察
ぜ
ら

れ
だ
る
相
互
羅
綾
係
を
、
想
像
的
の
も
の
に
て
置
換
ふ
る

無
用
の
乙
と
に
し
て
、
叉
時
あ
ム
て
は
、
現
象
の
公
李
な

る
概
察
を
妨
ぐ
る
認
れ
あ
ウ
。

　
内
省
は
其
の
告
知
す
る
心
的
事
態
の
實
存
す
る
と
き
、

興
に
し
て
、
否
る
と
き
偽
な
ウ
。
翼
實
を
語
げ
む
と
し
て

な
し
π
る
或
る
意
識
過
程
の
存
在
に
就
い
て
の
告
知
は
、

否
認
せ
ら
る
べ
か
ら
ず
。
其
過
程
の
観
察
せ
ら
れ
疫
る
條

件
に
離
す
る
認
載
の
誤
謬
あ
う
し
と
き
に
の
み
、
反
駁
せ

　
　
　
　
　
　
　
タ
キ
ス
ト
ス
コ
じ
プ

ら
る
べ
き
な
ウ
。
瞬
間
露
出
器
實
験
に
於
て
、
複
合
膿
α

β
γ
等
の
字
配
が
全
く
混
恐
し
て
告
知
せ
ら
れ
π
れ
ば
と

て
、
以
是
、
内
省
の
不
許
容
性
急
精
確
性
の
讃
糠
と
は
な

す
べ
か
ら
ず
。
い
懐
の
揚
合
に
は
、
通
常
の
條
件
下
に
て
，

同
一
の
複
合
醗
を
知
嘉
し
て
得
ら
る
る
が
如
き
意
識
現
象
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は
生
ぜ
す
と
い
ム
乙
巴
を
事
實
と
し
て
承
認
す
べ
き
の
み

す
な
は
ち
一
定
の
意
．
識
硯
象
の
存
否
に
開
す
る
内
省
の
告

知
の
眞
僑
と
、
容
観
的
開
係
の
毅
述
の
眞
僑
と
は
匿
別
す

る
必
要
あ
う
。

　
科
學
と
い
ぶ
語
に
は
、
雨
種
の
用
法
あ
う
て
、
或
る
時

は
、
哺
定
の
糎
駿
領
域
を
多
少
瞬
発
龍
記
載
す
る
命
題
の

一
群
と
解
せ
ら
れ
、
滴
る
時
は
叉
か
く
の
如
き
命
題
群
の

設
定
、
媛
張
叉
ば
改
良
を
目
的
と
す
る
活
動
と
竜
解
せ
ら

る
。
意
識
内
容
B
、
意
識
遇
程
瑚
、
並
び
に
複
合
禮
8
b
B

及
び
働
㈲
偶
の
研
究
は
、
心
理
學
の
職
分
に
し
て
、
こ

れ
讐
に
就
い
て
の
吾
人
の
経
験
を
記
す
命
題
の
群
を
心
理

學
と
得
す
。
内
省
は
交
換
し
得
る
を
以
て
、
心
的
事
獲
に

は
各
入
に
通
ず
る
規
剛
性
な
き
か
の
疑
問
を
生
ず
。
人
類

全
般
は
兎
に
角
、
同
種
族
、
同
年
輩
等
の
個
人
の
問
に
は

可
な
ウ
廣
き
範
園
に
渉
ウ
て
規
則
性
あ
る
は
経
瞼
の
示
す

と
こ
ろ
な
・
9
。
從
て
心
理
學
は
又
意
識
現
象
、
其
の
條
件

　
　
　
　
　
薙
　
　
　
録

及
び
華
墨
の
學
な
う
と
定
義
せ
ら
る
。
但
し
こ
の
場
合
、

全
膿
と
し
て
の
心
的
達
道
並
び
に
個
人
的
規
定
に
よ
る
個

φ
の
意
識
過
稜
の
説
明
に
即
す
る
問
題
は
心
理
學
よ
う
除

外
す
。

　
ス
の
定
義
は
心
理
學
を
ば
心
的
事
…
璽
の
規
則
性
の
研
究

に
限
う
、
か
の
心
理
學
の
主
要
興
昧
を
以
て
、
個
々
の
過

程
に
個
別
性
を
附
画
す
る
不
規
則
性
の
研
究
に
あ
う
と
す

る
説
を
排
す
。
さ
は
い
へ
、
心
的
事
憂
の
個
別
的
特
性
の

研
究
は
、
殊
に
、
そ
れ
が
研
究
す
べ
衰
場
合
と
其
の
佃
人

の
前
生
涯
の
事
象
と
の
關
係
に
就
い
て
の
考
察
と
密
接
に

結
合
す
る
だ
め
、
格
段
な
る
興
味
を
促
す
も
の
あ
る
こ
と

は
否
み
得
ず
。
こ
、
に
は
、
か
か
る
考
察
の
科
學
的
便
値

を
云
々
せ
む
と
す
る
に
あ
ら
ず
唯
々
科
學
は
個
人
的
特
性

を
除
却
し
て
始
め
て
得
ら
る
べ
し
と
い
ふ
に
止
め
む
と

す
。
蜥
く
の
如
き
心
理
的
分
析
の
所
謂
信
慧
性
は
、
結
局

聾
者
が
自
身
の
経
瞼
申
に
其
の
例
謹
を
蔑
む
る
こ
と
を
得

と
信
ず
る
關
係
に
偉
く
竜
の
な
れ
ば
、
こ
の
設
明
は
、
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
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空
言
に
あ
ら
ず
卑
俗
的
の
竜
の
と
い
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

こ
㌦
に
は
か
く
の
如
き
読
明
法
を
避
け
て
、
嘘
、
意
識
現

象
の
槻
察
の
結
果
を
供
述
す
る
に
止
む
る
と
き
は
、
恐
ら

く
は
穂
落
、
其
の
慨
値
を
襲
輝
一
す
べ
き
材
料
を
得
べ
し
．
、
野

瀬
、
こ
の
材
料
は
、
第
二
類
の
意
識
内
容
は
い
か
な
る
種
類

の
意
識
内
容
と
共
に
竜
現
す
る
こ
と
を
得
べ
し
と
い
ふ
既

知
の
事
貿
に
、
一
例
離
を
提
供
す
る
に
魁
ぎ
ざ
る
を
以
て
、

直
接
に
は
何
等
の
認
む
べ
き
償
餓
旭
な
か
る
べ
し
。
所
奥
の

お
叉
は
¢
と
結
合
し
得
ゑ
思
恩
遇
程
を
列
冠
せ
む
と
す
る

こ
と
は
、
紫
黒
物
質
の
化
合
の
研
究
に
竜
比
す
べ
き
し
込

の
な
参
。

　
内
省
が
心
理
學
上
、
最
終
の
因
素
な
る
こ
と
は
、
上
述

の
如
く
な
る
が
、
こ
㌧
に
て
は
、
自
我
の
槻
察
の
謂
に
あ

ら
ず
し
て
、
歪
の
8
叉
は
働
の
春
恨
に
就
い
て
の
告
知

を
意
球
す
。
か
㌦
る
立
場
よ
会
し
て
、
過
程
働
叉
は
複

合
空
夢
、
働
の
研
究
は
、
其
の
俘
ふ
意
識
現
象
に
關
係
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
○

る
に
由
う
て
、
始
め
て
心
理
學
的
意
義
を
有
す
。
か
く
の

如
き
は
、
心
理
學
の
材
料
に
特
有
の
弱
織
に
は
あ
ら
ず
。

維
験
公
言
の
材
料
竜
結
局
は
皆
、
観
察
者
の
み
に
は
直
楼

に
し
て
、
共
の
他
の
入
に
は
喉
、
告
知
を
侯
ち
て
得
べ
き
、

從
て
四
脚
の
性
質
上
、
第
一
類
夢
意
識
現
象
の
内
省
と
同
一

な
る
知
畳
に
柔
く
も
の
な
ウ
。
擬
察
者
に
と
タ
て
は
、
爵

ら
の
膿
駒
な
れ
ど
竜
、
護
者
に
と
ウ
て
は
、
自
ら
を
同
様
の

位
麗
に
あ
ら
し
め
ば
、
得
ら
る
べ
き
経
駿
に
外
な
ら
ず
。

す
な
は
ち
維
験
的
自
然
科
學
の
扱
ム
所
竜
亦
、
所
輿
の
條

件
下
に
於
け
る
一
定
の
意
識
内
容
の
生
起
に
し
て
、
其
の

條
魯
の
簡
箪
複
難
は
素
よ
り
問
ふ
所
に
あ
ら
ず
。
鼠
慧
。
竿

ざ
氏
の
實
駿
の
如
き
は
、
其
の
條
件
簡
輩
に
し
て
容
易
に

行
ひ
得
べ
き
竜
、
金
星
通
過
の
魏
察
の
た
め
に
探
瞼
隊
を

南
洋
に
涙
遣
す
る
場
合
の
如
き
、
複
難
な
る
用
意
を
要
す

る
も
の
あ
桑
。
後
の
揚
合
に
あ
ウ
て
取
扱
ふ
と
こ
ろ
の
竜

の
は
一
人
又
は
多
数
の
、
特
に
こ
の
種
の
知
畳
に
就
い
て

儒
頼
す
べ
き
人
々
の
、
　
一
定
の
條
件
の
下
に
て
、
複
難
な
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れ
ど
も
、
極
め
て
精
密
に
定
義
せ
ら
れ
た
る
捗
る
意
識
内

容
の
有
無
な
ウ
。
か
く
て
心
理
學
の
材
料
は
他
の
観
察
科

學
の
そ
れ
と
本
島
同
｝
に
し
て
唯
、
其
の
材
料
蒐
集
に
あ

た
り
て
後
岩
は
特
に
第
一
類
の
意
識
内
容
を
用
み
る
に
欝

し
、
心
理
學
は
更
に
叉
第
二
類
の
も
の
を
竜
考
ふ
る
必
要

　
る
の
み
。

　
複
合
艦
r
及
び
α
の
研
究
に
際
し
、
第
一
次
式
適
用
の

揚
合
の
如
く
、
お
の
生
起
の
、
な
る
べ
く
多
様
な
る
條
件

を
悩
む
る
π
め
に
は
、
系
統
的
漣
施
に
よ
る
べ
く
、
こ
の

愛
化
は
、
心
理
醜
、
生
理
的
、
及
び
物
理
的
條
件
の
い
つ

れ
を
用
み
る
か
に
從
て
三
織
即
に
行
は
れ
得
べ
し
、
次
に
α
、

β
惰
ツ
、
等
並
び
に
謡
扇
尊
卑
に
閥
す
る
規
制
は
極
め
て

贋
き
範
園
に
渉
ら
且
五
号
の
…
眠
界
内
に
て
は
多
少
完
登
に

し
て
、
鍵
化
の
實
施
も
、
共
の
精
密
な
る
に
決
定
竜
典

に
爲
し
趣
げ
得
ざ
る
に
あ
ら
ず
。
同
様
に
し
て
内
省
の

實
頓
興
、
無
慾
の
條
件
に
適
合
し
得
．
⇔
に
於
て
は
、
熟
練
者

　
　
　
　
　
難
　
　
　
鏑

に
は
困
難
の
業
に
あ
ら
ず
。
反
之
、
b
及
び
㈲
は
直
接
支

配
し
得
る
竜
の
極
め
て
妙
く
、
典
の
槻
察
亦
太
だ
困
難
な

る
か
、
さ
な
く
ば
全
く
不
可
能
に
し
て
、
吾
人
の
知
識
が

著
し
く
蟹
駕
せ
ざ
る
限
う
は
、
陰
歌
に
止
る
べ
し
．
故
に

．
既
知
の
β
叉
は
働
の
鍵
化
に
よ
5
て
8
及
び
働
中
に
生
じ

π
る
遮
別
に
本
き
、
こ
の
複
合
髄
中
に
含
嚢
る
＼
b
及
び

働
を
推
漸
せ
む
と
す
る
實
験
少
な
か
ら
ず
。
特
に
b
及
び

㈲
、
並
に
其
の
障
害
に
題
す
る
が
カ
め
に
肝
要
な
ム
。
糟
…

紳
物
理
的
測
定
方
法
の
多
数
が
生
理
忍
者
に
よ
う
て
登
見

せ
ら
れ
謝
る
所
以
亦
ヒ
＼
に
存
す
。
乍
併
、
人
間
の
生
活

膿
が
如
侮
檬
に
し
て
影
響
せ
ら
る
＼
竜
の
な
る
か
に
就
い

て
は
、
既
に
多
少
闘
…
明
せ
ら
る
、
と
≧
ろ
あ
り
、
且
種
々

の
藥
物
の
影
響
の
下
に
於
て
生
ず
る
意
識
過
程
の
特
異
性

に
漉
す
る
研
究
の
行
は
る
＼
落
の
あ
今
。
こ
の
揚
合
の
意

識
懸
程
は
遍
常
の
竜
の
と
同
じ
か
ら
ざ
る
を
以
て
、
所
謂
、

人
工
的
精
興
障
害
の
研
究
の
稽
あ
ウ
。
一
定
の
過
程
を
除

却
し
て
意
識
過
程
に
及
ぼ
す
其
の
影
響
を
決
定
す
る
乙
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
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の
一
層
困
難
な
る
は
、
其
の
多
く
は
手
術
を
侯
ち
て
始
め

て
行
は
れ
、
そ
れ
が
持
績
的
の
結
果
を
胎
し
、
し
か
竜
如

断
は
な
る
べ
く
避
く
る
必
要
あ
る
が
爲
な
う
。
乍
併
、
犠

牲
的
學
者
の
自
ら
す
㌦
み
て
其
淋
脛
索
の
少
部
分
を
戯
断

し
だ
る
竜
の
あ
ウ
。
加
之
、
自
然
に
は
、
何
等
か
の
織
に

於
て
散
略
あ
る
入
多
く
、
蜀
簿
謎
。
謬
氏
の
用
語
を
假
れ
ば

吾
人
が
實
駒
的
に
作
ら
む
と
す
る
憂
態
は
全
べ
て
出
息
合

ひ
の
も
の
存
す
る
な
う
。

　
次
に
心
的
魚
肥
の
夜
接
的
影
響
の
研
究
は
特
蘇
の
興
味

を
有
し
、
糟
…
瀞
物
理
駒
並
行
論
に
從
へ
ば
、
こ
の
場
合
に

於
て
竜
亦
、
心
的
暴
言
は
或
る
生
理
的
過
程
の
勤
慮
す
べ

き
な
れ
ど
、
こ
れ
を
知
る
に
由
な
く
、
有
意
的
に
は
、
唯

意
識
現
象
の
影
響
に
よ
っ
て
の
み
生
起
せ
ら
れ
得
べ
し
。

す
な
は
ち
示
唆
に
よ
う
叉
は
特
殊
の
謡
講
に
よ
り
て
被
験

者
の
態
度
に
規
制
を
與
ふ
る
も
の
な
る
が
、
こ
・
、
に
い
ふ

示
峻
は
所
謂
催
眠
暗
示
に
あ
ら
ず
し
て
、
被
濡
者
を
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ

或
る
事
態
を
期
待
せ
し
り
る
指
示
の
綜
直
な
う
。
第
一
の

手
績
は
被
験
者
の
意
識
現
象
の
経
過
に
鍋
す
る
規
制
完
蚕

な
る
故
、
心
理
翌
翌
儂
値
に
置
し
き
も
、
第
二
の
手
績
は
種

々
の
個
人
に
及
ぼ
す
其
の
影
響
に
つ
き
多
く
の
興
味
あ
る

研
究
の
繭
芽
を
含
む
。
但
し
こ
の
種
の
研
究
に
あ
も
て
は
、

意
識
現
象
の
輕
過
は
被
験
者
の
意
志
に
ょ
う
て
は
支
配
ぜ

ら
る
、
こ
と
な
し
。

　
乍
併
、
叉
指
圖
に
よ
。
て
被
験
者
に
或
る
意
識
現
象
を

有
意
的
に
起
さ
し
め
、
，
叉
は
其
の
経
過
を
一
定
の
仕
方
に

て
支
配
せ
し
む
る
こ
と
を
得
。
例
之
、
注
意
の
或
る
分
配

の
影
響
を
研
究
す
る
場
合
、
叉
は
爾
刺
激
比
較
の
剣
断
生

起
の
實
験
に
於
て
、
或
る
要
因
に
は
注
意
す
な
、
又
は
そ

れ
の
み
に
注
意
せ
よ
と
指
湿
す
る
が
如
し
。
被
験
者
の
態

度
を
一
義
的
に
決
定
す
る
こ
と
の
大
切
な
る
は
、
第
一
類

の
意
識
過
程
の
み
を
研
究
す
る
に
罷
り
て
は
、
特
に
注
意

を
彿
は
る
、
こ
と
な
き
も
、
第
二
類
の
場
合
に
は
、
こ
の

因
素
を
看
過
す
べ
か
ら
ず
。
同
様
の
こ
と
は
、
圃
定
の
態
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度
の
影
響
を
精
査
せ
む
と
す
る
實
験
に
あ
り
て
竜
、
常
に
、

必
要
な
う
。

　
こ
の
種
類
の
實
験
に
て
は
、
本
來
或
る
因
素
を
除
表
し

だ
る
場
合
の
意
識
現
象
の
生
起
を
扱
ふ
に
は
あ
ら
で
、
こ

れ
を
掩
制
し
た
る
が
た
め
に
生
ず
る
過
程
の
複
合
を
扱
ふ

所
要
の
意
識
内
容
を
作
る
た
め
に
一
定
の
努
力
を
要
す
る

こ
と
は
、
こ
の
實
験
の
不
充
分
な
る
鮎
に
し
て
、
所
要
の

意
識
過
程
の
影
響
は
、
實
瞼
状
況
に
よ
う
て
作
ら
る
べ
き

も
の
な
れ
は
、
捨
鞭
の
他
に
は
被
駐
者
の
負
溝
は
な
る
べ
く

輕
減
せ
む
こ
と
を
努
む
。
こ
の
原
理
は
所
謂
既
知
的
、
雫

知
的
、
’
及
び
未
知
的
手
套
に
朝
す
る
論
争
中
に
建
て
夙
に

承
認
せ
ら
れ
、
知
得
の
影
響
を
研
究
す
る
に
あ
ら
ざ
る
以

上
は
、
常
に
未
知
的
手
績
に
由
る
べ
し
と
の
織
に
て
一
致

せ
ら
。
認
識
過
程
の
生
起
に
及
ぼ
す
客
観
的
關
係
に
就
い

て
の
或
る
報
導
の
影
響
を
論
ず
る
に
當
う
て
、
か
、
る
影

響
は
實
存
し
、
叉
認
識
過
程
を
研
究
す
る
實
験
に
て
は
、

既
有
の
知
識
を
除
却
し
得
ざ
る
こ
と
疑
な
き
を
以
て
、
充

　
　
　
　
　
難
　
　
　
　
瞭

分
に
不
知
な
る
こ
と
の
保
外
せ
ら
る
＼
と
き
、
始
め
て
其

の
實
瞼
駿
況
は
満
足
す
べ
き
も
の
と
な
る
。
併
し
な
が
ら

心
的
過
程
の
所
要
の
複
合
を
悉
く
容
観
的
心
理
に
て
作
り

得
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
か
、
る
實
験
は
將
來
に
於
て
踊
贋

重
要
の
も
の
と
な
る
べ
き
が
、
被
験
者
へ
の
指
圃
に
由
る

無
識
愚
程
へ
の
影
響
に
信
頼
す
べ
き
な
る
べ
し
。
多
く
の

場
合
に
於
て
指
圖
を
實
施
す
る
こ
と
は
熟
練
せ
る
被
験
者

に
は
容
易
な
れ
ど
竜
、
意
識
過
程
の
所
要
の
複
合
は
一
般

に
實
験
的
襲
置
に
よ
ウ
て
は
、
作
る
こ
と
を
得
ず
。
さ
な

く
と
も
、
極
め
て
困
難
な
ウ
。
例
之
、
ジ
b
団
、
‘
考
器
ピ
皆

氏
の
皮
膚
面
上
に
相
等
し
と
威
ぜ
ら
る
＼
距
離
を
作
る
實

験
の
如
く
、
被
験
者
は
一
系
列
に
於
て
は
、
常
該
皮
膚
の

場
厨
の
下
肴
像
を
、
な
る
べ
く
明
瞭
に
想
起
す
べ
く
、
他

の
系
列
に
於
て
は
、
こ
れ
を
錦
腿
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
か

く
の
如
き
研
究
に
あ
う
て
は
、
旧
蹟
に
意
識
過
程
の
支
配

は
被
験
者
に
輿
ふ
る
、
苦
辛
の
上
の
指
圃
に
由
る
の
外
な

し
。

．
＝
三
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哲
　
學
　
観
　
究
　
　
第
ニ
ナ
三
號

　
維
瞼
上
、
事
物
は
、
刺
激
と
し
て
下
官
に
作
用
す
る
限

う
に
於
て
、
吾
人
の
意
識
に
影
響
す
る
竜
の
な
る
が
、
こ

の
匠
域
を
威
官
知
麗
論
の
封
象
と
な
す
。

　
①
　
滅
菌
一
般
の
生
起
に
封
ず
る
物
理
的
條
件
の
研

　
究
。
一
般
的
及
び
特
殊
的
刺
激
と
し
て
種
々
な
る
威
官

　
に
作
用
す
る
過
程
を
決
定
す
る
菟
の
に
し
て
、
刺
激
が

　
刺
激
と
し
て
の
作
用
を
揉
み
之
と
な
く
し
寄
し
性
質
的
及

　
び
分
量
的
漫
化
を
絡
げ
得
る
限
界
を
竜
決
定
せ
ぎ
る
べ

　
か
ら
ず
。
乙
の
限
界
を
　
刺
激
閾
、
刺
激
頂
、
又
は
　
下

刺
激
閾
、
上
刺
激
閾
と
名
づ
く
。

②
刺
激
に
よ
ウ
て
開
溶
せ
ら
れ
授
る
意
識
魁
灘
が
或

　
る
属
性
を
有
す
る
限
界
の
決
定
。
　
（
特
殊
’
的
上
及
び
下

刺
激
閾
）

　
㈲
　
一
個
の
刺
激
に
よ
ウ
て
開
磯
せ
ら
れ
沌
る
過
程
の

　
時
問
虚
報
遇
、
及
び
長
時
問
に
わ
カ
る
残
略
。
（
戴
礎
の

　
昂
進
、
褻
滅
、
及
び
記
憶
つ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
四

　
び
り
爾
刺
激
比
較
に
闘
す
る
到
断
生
逸
り
條
件
の
研

究
。
こ
㌔
に
て
は
先
づ
、
か
く
の
如
き
比
較
の
な
さ
れ
得

べ
き
限
界
が
果
し
て
上
掲
の
上
下
刺
激
閾
と
吻
合
す
る
か

否
か
を
決
定
す
。
へ
し
。
こ
の
領
域
に
て
最
も
肝
要
な
る
問

題
ほ
補
講
に
及
ぼ
す
刺
激
の
性
質
的
及
び
分
量
的
餓
憂
化
の

影
響
に
し
て
、
．
経
験
上
、
同
一
分
越
の
攣
化
も
、
個
人
に

よ
参
．
其
の
劉
断
に
及
ぼ
す
影
響
の
大
小
嘉
し
も
等
し
か

ら
ず
。
こ
れ
滅
受
性
叉
は
威
官
学
畳
の
精
確
度
の
概
念
の

構
成
に
楼
會
を
典
る
竜
の
に
て
威
官
置
畳
の
精
確
蔑
決
定

は
他
の
同
様
の
観
察
に
於
け
る
と
等
し
く
、
既
知
の
意
識

状
況
に
關
係
せ
し
め
て
、
始
め
て
一
定
の
意
義
を
有
す
。

な
さ
れ
カ
る
到
断
の
何
等
か
特
胸
の
厩
性
、
例
之
知
畳
せ

ら
れ
控
る
三
頭
の
分
量
又
は
判
噺
を
な
す
言
合
の
主
観
的

信
滋
に
就
い
て
も
、
上
掲
特
殊
的
閾
決
定
の
と
き
と
同
様

の
問
題
あ
う
。

　
形
式
上
よ
り
は
、
の
乃
至
圖
は
比
紬
崩
す
べ
き
刺
W
撒
の
一

方
が
零
な
る
銘
谷
樋
噺
に
蹄
す
る
こ
と
を
得
。
へ
き
を
以
て



晴
れ
を
同
㎝
の
課
題
に
厩
せ
し
U
べ
き
も
、
乙
れ
が
π
め

に
當
該
藤
縄
の
心
理
學
墨
差
刎
を
看
過
す
べ
か
ら
ず
。

　
働
　
反
復
の
影
藝
。
（
練
習
、
疲
麟
刃
）

　
働
　
二
つ
叉
は
二
つ
以
上
の
刺
激
の
相
互
的
影
響
。

　
パ
ヨ
ズ
ソ
ギ
グ
ヘ
ム
ム
ソ
が

（
開
路
、
麹
制
）
　
　
　
　
　
　
　
　
、

こ
の
問
題
を
儂
張
す
れ
ば
、
先
づ
、
第
一
及
び
第
二
類
の

何
等
か
の
意
識
内
容
が
爾
刺
激
比
較
の
到
断
形
成
に
及
ぼ

す
影
響
決
定
の
課
纏
と
な
今
、
更
に
進
み
で
は
、
何
等
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
シ
ポ
ヘ
ヂ
イ
オ
ミ
ツ
グ

の
意
識
内
∵
容
相
互
間
の
影
響
を
決
定
ず
る
糟
…
紳
力
學
の
問

題
と
な
る
。

　
の
相
異
な
る
領
域
に
於
け
る
個
人
の
作
業
は
同
じ
か
ら

ず
。
こ
れ
等
の
間
の
依
存
騰
係
を
研
究
す
る
も
の
、
す
な

は
ち
相
異
な
る
性
質
の
翻
互
的
關
係
の
問
題
な
う
。

精
確
度
決
定
は
多
く
の
場
合
に
於
て
、
認
識
過
程
に
及
ぼ

す
一
定
の
因
素
の
影
響
を
決
定
す
べ
き
唯
一
の
途
な
り
。

か
乱
る
研
究
は
常
に
到
断
に
影
響
す
る
因
素
の
純
粋
な
る

性
質
の
爾
明
よ
ウ
始
む
べ
し
。
　
軸
定
の
到
噺
を
な
す
に
い

だ
る
過
程
の
常
に
必
し
菟
同
一
な
ら
ざ
る
は
、
直
ち
に
氣

つ
か
る
べ
く
、
他
の
過
程
を
観
察
す
る
實
鹸
は
、
こ
れ
を

其
材
料
よ
う
除
外
す
べ
き
な
る
が
，
又
、
ζ
れ
ら
の
過
程

の
い
つ
れ
を
許
容
す
べ
き
も
の
と
認
む
べ
き
か
を
先
づ
、

明
か
に
す
べ
し
。
錦
之
、
い
か
な
る
種
類
の
愛
器
を
被
験

者
に
許
す
。
へ
き
か
を
決
定
す
べ
し
。
但
し
採
石
の
研
究
の

大
多
…
歎
は
。
一
定
の
剣
断
を
な
す
に
い
繋
る
福
野
の
相
違

を
看
過
し
、
唯
ぐ
な
さ
れ
π
る
到
断
の
み
を
巻
察
し
沁
ウ

し
な
シ
。

z，LS7

　
凶
に
於
て
示
し
だ
る
到
噺
住
起
に
及
ば
ず
刺
激
の
性
質

酌
及
び
分
量
的
弓
牝
の
影
響
の
問
題
は
申
心
的
意
義
を
有

し
、
多
く
の
魍
程
の
研
究
に
て
も
現
は
る
。
威
官
知
畳
の

　
　
　
　
　
垂
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馨
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